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高性能
コスト削減
高い信頼性

Agilent 3499は、自動テスト(ATE)アプリケーション向

けの、最新技術を採用したスイッチ/コントロール・システ

ムです。高速アーキテクチャと高密度スイッチング機能が、

他のメインフレームでは得られない性能曲線を実現しまし

た。また、低価格、コンパクト設計で、前モデルのAgilent

3488に比べ、30%もコストを削減でき、スペースも節約

できます。AgilentのATEソリューションは、お客様のさ

まざまなニーズにお応えします。また、低価格で高性能の

技術を提供します。Agilentは、いつでも、どこからでも

お客様がアクセス可能な、最新テクノロジーを

提供し続けます。
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Agilentは、優れた最新技術を
提供し、お客様の生産性の向上を
お手伝いします。
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Agilent 3499A/Bスイッチ/コントロー
ル・システム
パワフルなアーキテクチャ、コンパクト設
計、低価格。Agilent 3499ファミリはス
イッチ/コントロール・メインフレームの
新たな標準です。

省スペースでハイスループットを実現

省スペースで、テスト・スループットの
向上を実現できます。

最適なテスト

26種類のモジュールが使用可能です。お
客様のニーズに合わせて、最適なテス
ト・ソリューションを構成できます。

柔軟な設計

スイッチングとディジタルI/Oを統合した
マルチファンクション・モジュールによ
り、利用可能なリソースを最大限に活用
できます。

メンテナンスが容易

リレー・サイクル・カウンタ内蔵により、
保守を確実に予定どおり実行できます。

簡単なセットアップ

配線やケーブル接続が簡単です。同時に、
信頼性も向上しました。堅牢性を備え、
簡単な相互接続により、システム設定と
モジュール交換を迅速に行えます。
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高速、高密度、高操作性

Agilent 3499は、世界中のATE分野で高く評
価されています。

特長

Agilent 3499には、5スロットの3499Aと2スロットの3499Bがあり

ます。どちらの構成でも最大速度350チャネル/sでのスキャン、あるいは

0.1s以内で200チャネルの同時開閉が可能です。3499Aは、プラグイ

ン・モジュールを5個まで装着可能です。最大200個のチャネルをテス

ト・システムにルーティングできます。26種のプラグイン・モジュールの

中から最適なモジュールで、1310～1550nmの光信号や、DC～

26GHz、1mV～1,000V、1mA～8Aの電子信号をスイッチングできま

す。3499Bは、ATE動作、またはデスクトップ操作に適したハーフラッ

ク幅2スロット・メインフレームで、最大80チャネルをスイッチングでき

ます。どちらのユニットも、製造現場、あるいはデスクトップ・アプリケ

ーションで、効率良く使用できるユーザ・インタフェースを装備していま

す。高性能スイッチング・モジュール、マルチファンクション・モジュー

ル、内蔵リレー・サイクル・カウンタを備え、接続も簡単です。3499は、

高性能と操作性の向上を実現しました。

抜群のスループット
従来のスイッチング・メインフレーム
は、リレーを1個ずつ順に開閉します。
しかし、Agilent 3499A/Bでは、並列駆
動回路で複数のスイッチを同時に開閉
します。その結果、テスト・スループッ
トは大幅に向上しました。また、最大
40チャネルを備えた高密度モジュール
も用意しました。3種類のマルチファ
ンクション・モジュール(スイッチン
グ、ディジタルI/O、DAC)は、1つの
モジュールに統合され、システム性能
が向上しました。



柔軟性
3499Aおよび3499Bメインフレームは、
26種類のモジュールが装着可能です。
マルチプレクサ・モジュール、光ファ
イバ・マルチプレクサ・モジュール、
汎用リレー・モジュール、マトリク
ス・モジュール、ディジタルI/Oモジ
ュール、VHFモジュール、RFモジュ
ール、マイクロ波モジュール、フォー
ムCリレー・モジュール、3種類の特
殊マルチファンクション・モジュール
があります。これらのメインフレーム
とモジュールを組み合わせると、シス
テムのモジュール数が減るため、コス
トの削減と、スペースの節約が可能で
す。さらに、システムの複雑さも軽減
できます。

迅速なセット･アップ
使いやすいインタフェースと業界標準
コネクタを装備する3499は、迅速なセ
ット･アップと統合が可能です。
• 標準RS-232およびGPIBインタフェ

ース
• SCPI(Standard Command for

Programmable Instruments)
• 簡単な構成手順
• 一目で分かるフロント・パネル・

インタフェース
• 使いやすいモジュール接続用アク

セサリ
• リレー・サイクル・カウンタ内蔵
• 分かりやすいユーザ・マニュアル

コストダウン重視のテスト
2つのメインフレームと26種類のモジ
ュールにより、3499は、ニーズに合わ
せて構成できます。現在必要なシステ
ムを構築し、ニーズが変化した際は、
モジュールの追加で対応できます。新
しく設計された高密度スイッチ・モジ
ュールは、多数のチャネルを1つのモ
ジュールに組み込むことが可能です。
その結果、テストのコストが削減でき
ます。3499では、モジュールのスイッ
チング・チャネル数は最大40で、チャ
ネルあたりのコスト、ラックとフロア
のスペースも節約できます。少ないモ
ジュール数で簡単にシステムを構築で
きるので、購入や保有、管理のコスト
も削減できます。
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圧着挿入ターミナル・ブロック

スクリュー・ターミナル・ブロックスクリュー・ターミナル・ブロック

DIN96-to-D25ケーブルDIN96-to-D25ケーブル



マルチファンクションによる
柔軟性
3499には、3種類のマルチファンクシ
ョン・モジュールがあります。Agilent
N2264Aは、12個の汎用リレー・チャ
ネル、3個の高電流汎用リレー・チャ
ネル、16ビット・ディジタルI/Oを備
えています。高電流チャネルは、高電
流チャネルが2つ、あるいは3つしか必
要ない携帯電話テスト、バッテリ・テ
ス ト 、 U P S テ ス ト に 最 適 で す 。
N2265Aでは、4×4マトリクス・スイ
ッチと16ビット・ディジタルI/Oが、1
つのモジュールに組み合わされていま
す。N2264Aは、光学的にアイソレー
トされた16ビット・ディジタルI/Oと2
個の16ビットDACが1つのモジュール
に組み合わされ、最大5Aの信号をス
イッチングできる3個のパワー・リ
レー・チャネルも備えています。

必要最小限の配線
3499は、着脱式スクリュー･ターミナ
ル・ブロックと、スイッチング・モ
ジュールから取外し可能な圧着挿入
ターミナル・ブロックにより、配線が
簡単です。スイッチング・モジュール
を交換する場合も、コネクタを配線し
直す必要がありません。7種類の高密
度モジュールは、業界標準DIN96コネ
クタにより、柔軟性が向上しました。
高密度モジュールはDIN96-D50(25)ケー
ブルを備え、DUTとテスト機器との接
続が簡単です。このケーブルを使用す
れば配線は不要です。

ゼロ・ダウンタイム
3499は、リレーの保守で、勘による作
業を除きました。各リレーが閉じるた
びに、内蔵リレー・サイクル・カウン
タが自動的にカウントし、その値をボ
ード上の不揮発性メモリに記憶しま
す。各リレーの総サイクル数は、コマ
ンド(DIAG:CYC?Chan.xx)で簡単に呼
び出せます。このカウンタは、リレー
の寿命切れが原因で起こる障害を正確
に予測します。事前に予防保守ができ、
リレーの故障による突然のダウンタイ
ムをなくします。

前モデルとの互換性
3499は、ハードウェア、ソフトウェア
共に前モデルの3488Aと互換性があり
ま す 。 3 4 8 8 A の モ ジ ュ ー ル は 、
N2260A-81Aモジュールと組み合わせ
て、3499 A/Bメインフレームで動作可
能です。また、3499A/Bメインフレー
ムは、SCPI(Standard Command for
Programmable Instruments)、あるいは
3488Aコマンド・セットで操作できま
す。3488Aを3499Aにアップグレード
すれば、チャネル数は2倍になり、モ
ジュールやソフトウェアのアップデー
トに余分なコストもかからず、チャネ
ルあたりのコストを削減します。
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読み取りやすいディスプレイ

並列リレー動作をサポートする内部電源

使用頻度の高い機能へ迅速にアクセス

一目で分かる、使いやすいメニュー

プログラム作成を簡単にする
モニタ・ディスプレイ・モード

設定を簡単/迅速にするストア/リコール・キー

Agilent 3488Aモジュール全製品との互換性

26種類のプラグイン・モジュールの中から
選択でき、スイッチングと制御が可能

2スロットAgilent 3499Bメインフレームは
最大80チャネル
5スロットAgilent 3499Aメインフレームは
最大200チャネル

100～240Vの自動電源電圧感知

内蔵ディジタルI/Oおよび外部トリガ・リンク

内蔵GPIB/RS-232インタフェース



携帯電話テスト
携帯電話の標準的なテスト・システム
構 成 は 、 ス イ ッ チ ・ シ ス テ ム 、
G S M / C D M A テ ス ト ・ セ ッ ト 、
DMM(ディジタル・マルチメータ)、
電源、スペクトラム・アナライザです。
Agilent 3499Aに、マルチファンクショ
ン・モジュール(N2264A)、ディジタ
ルI/Oモジュール(N2263A)、マトリク
ス・モジュール(N2262A)を組み込め
ば、テスト・システムに必要なスイッ
チング・ソリューションとなります。
この場合、N2264Aの3つの汎用高電流
リレーで、携帯電話の電源(主電池、
バックアップ電池、充電器など)を切
り替えます。この3つのリレーにより、
0.1mA～約4Aの範囲で変化するスリー
プ状態、スタンバイ状態、動作状態の
電流を、DMMで測定します。また、
ディジタルI/Oの8ビットにより、外部
ソレノイド・コイルを駆動し、キー操
作をシミュレートします。さらに、デ
ィジタルI/Oの別の8ビットにより、同
軸リレーを駆動します。次に、電話機
アンテナからのRF信号を、GSM/CDMA
テスト・セット(基地局登録、呼設定、
パワー・レベル、ビット誤り率テス
ト)、あるいはスペクトラム・アナラ
イザ(スペクトル漏れテスト)に送りま
す。さらに、また別のディジタルI/O
の3ビットは、被試験電話機との通信
に使用します。マトリクス・モジュー
ルはDMMと組み合わせて、音声テス
トのために、電話機から入出力される
音声信号をスイッチングします。

ページャ・テスト
ページャ基板の標準的なテスト・シス
テムは、マルチプレクサ・モジュール
(N2260A)、マトリクス・モジュール
(N2262A)、DMM、電源をそれぞれ1
個ずつ装着した3499Bです。このコン
パクトなテスト・システムでテストで
きるページャ台数は1台です。1つの
2mラックに6～8組のテスト・システ
ムを収容できます。1つのマトリク
ス・チャネルでDUTのオン/オフを切
り替えます。また、マルチプレクサ・
チャネルにより、ミキサ、フロントエ
ンド増幅器、フィルタのバイアス電圧

をDMMで測定し、ページャの
各種回路の動作が正常であ

るか確認できます。さ
らに、DMMでは、マ
ルチプレクサ・チャ
ネルにより、動作/
スタンバイ電流を測
定し、ページャのバ
ッテリの動作寿命が

十分であるか確認で
きます。
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Agilent 3499は、お客様のニーズに
お応えします

3499A 5スロット・メインフレーム

N2262Aマトリクス・モジュール

N2263AディジタルI/Oモジュール

N2264Aマルチファンクション・
モジュール

DMM 電源

GSM/CDMAテスト・セット

スペクトラム・アナライザ

標準的な携帯電話の最終テスト

3499B 2スロット・メインフレーム

N2260Aマルチプレクサ・モジュール

N2262Aマトリクス・モジュール

DMM

電源

モニタ

標準的なページャ基板テスト・システム



26種類のプラグイン・モジュールを用
意し、様々な構成を可能にしました。
その柔軟性が、Agilent 3499が世界中で
採用される理由です。3499は、変化し
続けるATEのニーズに対応できるよう
設計されています。
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構成 Agiient 3499メインフレーム仕様

項目 仕様

一般

ディスプレイ 蛍光表示管

裏面パネル・コネクタ GPIB、RS-232、8ピン・ミニDINコネクタ
(ディジタルl/O用5ピン、外部トリガ用3ピン)

電源 100～240VACユニバーサル入力(47Hz～63Hz)、
100～127VAC(400Hz)、40VA最大

動作環境 0°C～55°C、＜相対湿度80%(0°C～40°C)

保存環境 －40°C～＋70°C

正味質量 3499A: 3.8kg、3499B: 2.5kg

外形寸法 3499A: 89mm(高さ)、426mm(幅)、348(奥行き)
3499B: 89mm(高さ)、213mm(幅)、348mm(奥行き)

安全性 CSA、UL-1244、IEC 1010 Cat Iに準拠

RFIおよびESD CISPR 11、IEC 80 1/2/3/4

保証 1年

システム

スロット数 3499A: 5スロット、3499B: 2スロット

メモリ 記憶ステート: SCPIモードで10ステート、3488Aモードで
40ステート。エラー記憶: SCPIモードで10、3488モードで1

リレー設定時間 メインフレームにより、各モジュールに対して自動的に選択

トリガ・ソース 外部トリガ(裏面パネルのミニDINコネクタ)、
GPIBバス(GET、*TRG)またはRS-232(*TRG)

外部トリガ トリガ・パルス幅: ＞2µs、外部トリガ遅延: ＜2ms

内蔵4ディジタルl/O 入力: TTL互換、Vo(L): Io=－100mAのとき＜0.8V、
Vo(H): Io=1mA、Vout(H)≦42Vのとき＞2.4V

汎用テスト
汎用リレーは、DUT、測定器、モー
タ、ポンプ、LEDなどのオン/オフ切
り換えや、L、CおよびR素子による
回路の形成や減衰に使用します。

マルチプレクサは、多数のテスト・
ポイントを1つの測定器に接続する、
測定装置への信号スイッチング、ま
たは1つのDUTを多数の測定器に接続
するために使用できます。測定器と
は、マルチメータ、オシロスコープ、
スペクトラム・アナライザ、カウン
タなどです。マルチプレクサは1線、
または2線、3線、4線のワイヤをスイ
ッチングできます。

• 1線マルチプレクサは、高周波
(30MHz～26GHz)アプリケーション
と共通終端信号スイッチングに適
しています。

• 2線マルチプレクサは、"ハイ"およ
び"ロー"の経路の切り替えが必要な
フローティング測定に適していま
す。

• 3線マルチプレクサは、主にCMRR
(コモンモード除去比)の高いガード
付き測定に使用します。

• 4線マルチプレクサは、主に4線高
精度抵抗測定に使用します。

マトリクス・スイッチは、1台以上の
測定器を、1つ以上のテスト・ポイン
トに同時に接続する場合に使用しま
す。マトリクス・スイッチで、列の任
意のポイントを、行の任意のポイント

に接続できます。マトリクス・スイッ
チは、柔軟性に優れています。しかし、
使用するリレーの数量が多くなり、チ
ャネル間のクロストークに注意する必
要があります。

ディジタルI/Oモジュールは、ディジ
タル・センシング用の入力/出力ビッ
トを備えています。主にモータ、LED、
マイクロ波リレーなどの外部デバイス
の制御に使用します。また、ディジタ
ルI/Oは、DUTとのディジタル・パタ
ーン・データの送受信や、他のデバイ
スとの通信にも使用できます。

詳細については、以下のアドレスでテ
スト・システム・スイッチング・アプ
リケーション・ノートをご覧くださ
い。www.agilent.com/find/3499



プラグイン・モジュールは26種類あります。マルチプレクサ、RFマルチプレクサ、光ファイバ・マルチプレクサ、汎用
リレー、マトリクス、ディジタル入出力、フォームC、ブレッドボード、マルチファンクション・モジュールなどです。
プラグイン・モジュールと接続アクセサリの選択は、以下の表を参照してください。

プラグイン・モジュール選択テーブル

モジュール 概要 最大電圧 1チャネル 初期閉 1チャネルあたり 帯域幅 接続 リレー・サイクル・ ページ
あたり最大電流 チャネル抵抗 温度オフセット タイプ カウンタ

マルチプレクサ・モジュール

N2260A 40チャネル 200V 1A ＜1 Ω ＜3µV 10MHz TまたはC あり 10

N2266A 40チャネル 200V 0.5A ＜1 Ω ＜50µV 40MHz TまたはC あり 10

N2270A 10チャネル 1000V 1A ＜1 Ω ＜200µV 5 MHz 圧着挿入 あり 19

44470A 10チャネル 250V 2A ＜1 Ω ＜3µV 10MHz T 23

44470D 20チャネル 250V 2A ＜1 Ω ＜3µV 10MHz T 23

汎用リレー・モジュール

N2261A 40チャネル 200V 1A ＜0.5 Ω ＜3µV 10MHz TまたはC あり 11

N2267A 8チャネル 250V 8A ＜0.08 Ω ＜3µV 20MHz 圧着挿入 あり 16

44471A 10チャネル 250V 2A <1 Ω ＜3µV 10MHz T 16

44471D 20チャネル 250V 1A <1 Ω ＜3µV 10MHz T 16

マトリクス・モジュール

N2262A 4×8マトリクス 200V 1A ＜1 Ω ＜3µV 10MHz TまたはC あり 12

44473A 4×4マトリクス 250V 2A ＜1 Ω ＜3µV 10MHz T 17

ディジタルI/Oモジュール

N2263A 32ビットTTL 42V 0.6A NA NA NA TまたはC 13

44474 A 16ビットTTL 30V 0.125A NA NA NA T 18

マルチファンクション・モジュール

N2264A 12 GP 200V 1A ＜0.5 Ω ＜3µV 10MHz TまたはC あり 14

3 GP 125V 5A ＜0.1 Ω ＜3µV 10MHz TまたはC あり 14

16ビットDIO 42V 0.6A NA NA NA TまたはC 14

N2265A 4×4マトリクス 200V 1A ＜1 Ω ＜3µV 10MHz TまたはC あり 15

16ビットDIO 42V 0.6A NA NA NA TまたはC 15

N2269A 2 DAC 12V 10mA NA NA NA TまたはC 18

16ビットDIO TTL互換 NA NA NA NA TまたはC 18

フォームCリレー・モジュール

44477A 7チャネル 250V 2A ＜1 Ω ＜3µV 10MHz T 23

注記: GP=汎用、DIO=ディジタルI/O、T=ターミナル・ブロック、C=ケーブル

光ファイバ・マルチプレクサ・モジュール(代表仕様値)

モジュール 概要 挿入損失 安定度 再現性 波長 コネクタ スイッチング
時間

N2280A クワッド1×2 0.5dB ±0.03dB ±0.003dB 1310/1550nm SC/APC 15ms 20

N2281A デュアル1×4 0.5dB ±0.03dB ±0.003dB 1310/1550nm SC/APC 20ms 20

RF/マイクロ波モジュール

モジュール 概要 挿入損失 クロストーク SWR 帯域幅 インピーダンス コネクタ

N2268A デュアル1×4 ＜0.35dB ＜－64dB ＜1.20 3.5GHz 50 Ω SMA 17

44472A デュアル1×4 ＜0.75dB ＜－85dB ＜1.12 300MHz 50 Ω BNC 23

44478A デュアル1×4 ＜1.1dB ＜－70dB ＜1.35 1.3GHz 50 Ω BNC 22

44478B デュアル1×4 ＜1.1dB ＜－70dB ＜1.35 1.3GHz 75 Ω BNC 22

44476A トリプル1×2 ＜0.25dB ＜－90dB ＜1.15 18GHz 50 Ω SMA 21

44476B リレー・ドライバは、2個のマイクロ波スイッチをサポートできます。技術仕様は、装着されているリレーで変わります。 21

モジュール接続アクセサリ

スクリュー・ターミナル・ブロック

N2290A N2260A、N2266A用スクリュー・ターミナル・ブロック N2329A N2269A用スクリュー・ターミナル・ブロック

N2291A N2261A用スクリュー・ターミナル・ブロック N2327A N2267A用圧着挿入接続キット

N2292A N2262A用スクリュー・ターミナル・ブロック N2320A N2270A用圧着挿入接続キット

N2293A N2263A用スクリュー・ターミナル・ブロック 44480A 44470A用スクリュー・ターミナル・ブロック

N2294A N2264A用スクリュー・ターミナル・ブロック 44481A 44471A用スクリュー・ターミナル・ブロック

N2295A N2265A用スクリュー・ターミナル・ブロック 44480B 44470D用スクリュー・ターミナル・ブロック

N2296A N2260/1/2/3/4/5/6A用圧着挿入ターミナル・ブロック

DIN96-D50/25ケーブル

N2297A DUTとN2260/1/3/4/5/6Aの接続用1.5mケーブル。一端はメス型DIN96コネクタ1個、もう一端はオス型D50コネクタ2個

N2298A DUTとN2262Aの接続用1.5mケーブル。一端はメス型DIN96コネクタ1個、もう一端はオス型D25コネクタ1個

N2299A DUTとN2260/1/3/4/5/6Aの接続用1.5mケーブル。一端はメス型DIN96コネクタ1個、もう一端はオス型D25コネクタ4個

9



Agilent N2260A、N2266A

• 超高速スイッチング

• 1線、2線、4線モードへ構成
変更可能

• リレー・サイクル・カウンタ内蔵

N2260A、N2266Aは、ハイスループッ
トが要求される製造テスト用の、構成
変更が可能な高密度マルチプレクサ
(MUX)モジュールです。SCPIモード、
3488Aモードでの動作が可能です。
SCPIモードは、次の構成が可能です。

• 80チャネル1線MUX、1台

• 40チャネル2線MUX、1台

• 独立した20チャネル2線MUX、2台

• 20チャネル4線MUX、1台

3499Aメインフレーム1つに、最大5個
のN2260/66Aを装着し、1～200チャネ
ル2線MUXを構成できます。スクリュ
ー・ターミナル・ブロック、圧着挿入
ターミナル・ブロック、D IN 9 6 -
D50/25ケーブルが用意されており、配
線は簡単です。N2266Aは、最大350チ
ャネル/sでのスキャンが可能です。
N2260Aは温度オフセット電圧が低く、
低レベル信号のスイッチングに適して
います。
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2線40チャネル・マルチプレクサ・モジュール
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CH 19

CH 10

コモン・バス�

コモン・バス�

COM 0 バンク0

N2260A/66A MUXモジュール     ターミナル・ブロック�

COM 1 バンク1

SE-COM

CH 19

T99

CH 10

CH 09

CH 00
L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

CH 09

CH 00

T98

仕様

一般仕様

リレー
N2266A リード・ノンラッチ・

リレー

N2260A アーマチュア・ラッチ・
リレー

温度オフセット
N2266A ＜50µV 

N2260A ＜3µV
リレー寿命
N2266A 1V、1mAにおいて109

N2260A
機械的 108

電気的 1Aにおいて5×105

最大スキャン速度
N2266A 350チャネル/s

N2260A 80チャネル/s

入力特性

最大電流
N2266A 0.5ADCまたはACピーク

N2260A 1A 

最大電圧 200V 
(N2266A用ACピーク)

最大電力
N2266A 100WDCまたは

ACピーク

N2260A 60Wまたは62.5VA

初期閉チャネル抵抗 ＜1 Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω
HI-LO間
＜(40°C、相対湿度50%)

>1010 Ω
チャネル-シャーシ間
＜(40°C、相対湿度50%)

>1010 Ω
注記: 電圧および電流は、特に明記しない限りす
べてDCまたはAC RMS。

ACアイソレーション/性能

キャパシタンス(1チャネルを閉じた状態)
開チャネル、チャネル間
N2266A ＜7pF

N2260A ＜7pF

HI-LO間
N2266A ＜50pF

N2260A ＜75pF

チャネル-シャーシ間
N2266A ＜140pF

N2260A ＜150pF

挿入損失(50Ω終端)
N2266A
100kHz ＜0.20dB

1MHz ＜0.30dB

10MHz ＜2.0dB

40MHz ＜3.0dB

N2260A
100kHz ＜0.20dB

1MHz ＜0.25dB

クロストーク(50Ω終端)

N2266A
100kHz ＜－75dB

1MHz ＜－55dB

10MHz ＜－33dB

N2260A
100kHz ＜－70dB

1MHz ＜－50dB

モジュール・アクセサリ

N2290A N2260A、N2266A用
スクリュー・ターミナル・
ブロック

N2296A 圧着挿入ターミナル・
ブロック

N2297A DIN96-ツインD50
ケーブル

N2299A DIN96-クワッド
D25ケーブル

新製品



Agilent N2261A

• 1つのモジュールに40個の独
立リレー

• 並列動作での高速スイッチング

• リレー・サイクル・カウンタ内蔵

N2261A汎用リレー・モジュールは、
40個の独立した単極単投(SPST)ラッ
チ・リレーを備えています。1つのチ
ャネルで、最大200V、1Aおよび
60W/62.5VAのスイッチングが可能で
す。並列駆動回路で、10チャネルを同
時に動作でき、ハイスループットを実
現します。このモジュールは、SCPI
モード、3488Aモードで動作が可能です。

2台のN2261Aモジュールのチャネルを
1つずつ組み合わせ、ペアの2つの信号
を同時にスイッチングできます。
N2261Aは、1チャネル・ブレーク・ビ
フォア・メーク(BBM)モード、または
複数チャネル開/閉モードで動作が可
能です。スクリュー・ターミナル・ブ
ロック、圧着挿入ターミナル・ブロッ
ク、DIN96-D25/50ケーブルが用意さ
れており、配線は簡単です。
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40チャネル汎用リレー・モジュール

N2261A GPリレーモジュール     ターミナル・ブロック�

CH 39
L

H

CH 20
L

H

CH 19
L

H

CH 00
L

H CH 00
L

H

CH 19
L

H

CH 20
L

H

CH 39
L

H

仕様

一般仕様

リレー アーマチュア・ラッチ・
リレー

温度オフセット ＜3µV 

リレー寿命
機械的 108

電気的 5×105(1A負荷)

最大スキャン速度 80チャネル/s

入力特性

最大電圧 200V

最大電流
1チャネルあたり 1A

1モジュールあたり 20A

最大電力
1チャネルあたり 60Wまたは62.5VA

1モジュールあたり 1200Wまたは1250VA

初期閉チャネル抵抗 ＜0.5 Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

>1010 Ω
チャネル-シャーシ間
＜(40°C、相対湿度50%)

>1010 Ω

ACアイソレーション

キャパシタンス(1チャネルを閉じた状態)
開チャネル
チャネル間 ＜10pF

チャネル-シャーシ間
＜20pF

挿入損失(50Ω終端)
100kHz ＜0.10dB

1MHz ＜0.20dB

10MHz ＜0.50dB

クロストーク(50Ω終端)
100kHz ＜－70dB

1MHz ＜－50dB

10MHz ＜－30dB

モジュール・アクセサリ

N2291A スクリュー・ターミナル・
ブロック

N2296A 圧着挿入ターミナル・
ブロック

N2297A DIN96-ツインD50
ケーブル

N2299A DIN96-クワッドD25
ケーブル

注記: 電圧および電流は、特に明記しない限りす
べてDCまたはAC RMS。



Agilent N2262A 

• 複数の入力を複数の出力に接続

• 並列動作での高速スイッチング

• リレー・サイクル・カウンタ内蔵

N2262A 4×8マトリクス・モジュール
は、4行×8列で構成された32個のクロ
ス・ポイントを備えています。複数の
テスト機器を、DUTの複数のテス
ト・ポイントに接続する場合に最適で
す。1つのクロス・ポイントで、ハイ
およびロー測定用の2本の線をスイッ
チングできます。大きなマトリクスが
必要なアプリケーションには、複数の
マトリクス・モジュールを接続できま
す。例えば、4台のN2262Aを組み合わ

せると、16×8のマトリクスとなりま
す。N2262Aを他のモジュール(マルチ
プレクサ・モジュールなど)と組み合
わせれば、多様なスイッチング構成が
可能です。同時に複数のスイッチを閉
じることができるため、任意の組み合
わせで行と列を接続できます。最大8
チャネルの同時動作により、高速スイ
ッチングが可能です。さらに、配線を
簡単にする3種類のモジュール・アク
セサリが用意されています。

12

4×8マトリクス・モジュール

列0 列1 列7

行0

H  L H  L H  L

H
L

H
L

H
L

H
L

行1

行2

行3

チャネル31�
(行3、列1)

仕様

一般仕様

リレー アーマチュア・ラッチ・
リレー

温度オフセット ＜3µV 

リレー寿命
機械的 108

電気的 5×105(1A負荷)

入力特性

最大電圧 200V 

最大電流
1チャネルあたり 1A

1モジュールあたり 4A

最大電力
1チャネルあたり 60Wまたは62.5VA

1モジュールあたり 240Wまたは250VA

初期閉チャネル抵抗 ＜1Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

>1010 Ω
HI-LO間
＜(40°C、相対湿度50%)

>1010 Ω
チャネル-シャーシ間
＜(40°C、相対湿度50%)

>1010 Ω

ACアイソレーション

キャパシタンス(1チャネルを閉じた状態)
開チャネル、チャネル間

＜7pF

HI-LO間 ＜30pF

チャネル-シャーシ間
＜50pF

挿入損失(50Ω終端)
100kHz ＜0.10dB

1MHz ＜0.20dB

10MHz ＜0.60dB

クロストーク(50Ω終端)

100kHz ＜－73dB

1MHz ＜－53dB

10MHz ＜－28dB

モジュール・アクセサリ

N2292A スクリュー・ターミナル・
ブロック

N2296A 圧着挿入ターミナル・
ブロック

N2298A DIN96-D25



Agilent N2263A

• TTL互換、0.6Aシンク

• バイト単位で入力/出力を構成
可能

• スタティック、ストローブ、ハ
ンドシェークの3つのI/O制御
モード

N2263Aは、32ビット双方向ラインと、
3本のハンドシェーク/制御ラインを備
えています。32ビットI/Oラインは、
TTL互換の入力/出力、あるいはTTL互
換入力と最大42Vのオープン・コレク
タ出力です。32ビットI/Oラインは、
バイトごとに1個の32ビット・ポート、
4個の独立した8ビット・ポート、ある
いは2個の独立した16ビット・ポート
として、アドレスが設定できます。入
力過電圧保護(＞42VDC)のためのツェ
ナー・ダイオードが各チャネルで使用
され、ESD保護の役割も果たします。
1つのI/0ラインが最大0.6Aの電流シン
ク機能を持ち、次の外部デバイスの制
御に使用できます。

• 高電圧/高電流リレー
• マイクロ波リレー/アッテネータ

(8710XX、876XX、849XX)
• ソレノイド・コイル
I/Oラインとハンドシェーク・ライン
の極性として、正または負のロジッ
ク・モードを選択できます。3本の制
御ライン(PCTL、I/O、PFLG)により、
周辺機器との通信用として5種類のハ
ンドシェーク・モードを定義できま
す。スクリュー・ターミナル・ブロッ
ク、圧着挿入ターミナル・ブロック、
DIN96-D25/50ケーブルが用意されて
おり、配線は簡単です。
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32ビット・ディジタル入出力モジュール

+5V

10K

60V

リセット可能�
ヒューズ�215

+t

+5V +5V

10K

オープン・コレクタ/�
電流シンク�
(VMOS FET)

ドライバ出力�

基準電圧�

ターミナル�
接続ブロック�

ターミナル�
接続ブロック�

ターミナル�
接続ブロック�

I/Oライン�

入力センス�

PCTLまたはI/O�
ハンドシェーク信号�

PFLGハンドシェーク�
信号� リセット可能�

ヒューズ�215

+t

+5V +5V

10K

仕様

I/Oライン

最大電圧(ライン-シャーシ間)
＋42VDC

最大シンク電流(1ビットあたり)
0.6A

出力特性

Vout (ハイ) I≦10mA出力において
≧2.4V

Vout(ロー) I≦600mA入力において
≦0.8V

入力特性

Vin (ハイ) ≧2.0V 

Vin (ロー) ≦0.8V 

ハンドシェーク・ライン

最大電圧(ライン-シャーシ間)
＋5V DC

出力特性
Vout (ハイ) ≦400µA出力において

≧2.4V

Vout (ロー) I≦1mA入力において
≦0.5V

Iout (ロー) ＜25mA(＋5Vに短絡時)

入力特性
Vin (ハイ) ≧2.0V 

Vin (ロー) ≦0.8V

モジュール・アクセサリ

N2293A スクリュー・ターミナル・
ブロック

N2296A 圧着挿入ターミナル・
ブロック

N2297A DIN96-ツインD50
ケーブル

N2299A DIN96-クワッドD25
ケーブル



Agilent N2264A

• 12個＋3個の汎用リレー＋16
ビット・ディジタルI/Oを1台
のモジュールに統合

• 並列動作による高速スイッチング

• 内蔵リレー・サイクル・カウンタ

Agilent N2264Aマルチファンクショ
ン・モジュールでは、12個の汎用リレ
ー、3個の高電流リレー、16ビットの
ディジタル入出力が1台のモジュール
に統合されているため、コストの削減
とスペースの節約が可能です。3個の
高電流チャネルは、低抵抗チャネルが
2つ、または3つしか必要ない携帯電話
や電池などの自動テスト・システムに
最適です。さらに、配線を簡単にする
4種類の接続アクセサリが用意されて
います。

12個の汎用チャネルはノンラッチ・リ
レーで、最大200V、1Aまたは60W/
62.5VAのスイッチングが可能です。3
個の高電流チャネルはノンラッチ・リ
レーで、最大5A、125VDCまたは

200VAC RMSのスイッチングが可能で
す。16ビットのディジタルI/Oは、16
本の双方向データ・ライン(ビット)
と、制御およびハンドシェーク用の3
本のラインを備えています。16ビット
I/Oラインは、TTL互換の入力/出力、
あるいはTTL互換の入力とオープン・
コレクタ出力です。16個のI/Oビット
はビットごとに、2個の独立した8ビッ
ト・ポート、あるいは1個の16ビッ
ト・ポートとしてアドレスが設定でき
ます。入力過電圧保護(＞42VDC)のた
めのツェナー・ダイオードが各チャネ
ルに使用されており、これがESD保護
の役割も果たします。各I/Oラインは
最大0.6Aの電流シンク機能を持ち、外
部デバイスの制御に使用できます。
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マルチファンクション・モジュール

N2264Aマルチファンクション・モジュール�

12チャネル汎用リレー�

3チャネル高電流汎用リレー�

16ビット・ディジタルI/O ビット30～45(I/Oライン)

ターミナル・ブロック�
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H
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+5V

10K

60V

オープン・コレクタ/�
電流シンク�
(VMOS FET)

ドライバ出力�

基準電圧�

ターミナル�
接続ブロック�

入力センス�

リセット可能�
ヒューズ�215

+t

+5V +5V

10K
ターミナル�
接続ブロック�

PCTLまたはI/O�
ハンドシェーク信号�

ターミナル�
接続ブロック�

PFLGハンドシェーク�
信号� リセット可能�

ヒューズ�215

+t

+5V +5V

10K

仕様

12チャネル汎用リレー

一般仕様

リレー アーマチュア・ノン
ラッチ・リレー

温度オフセット ＜3µV 

リレー寿命
機械的 108

電気的 5×105 (1A負荷)

最大スキャン速度 80チャネル/s

入力特性

最大電圧 200V 

最大電流
1チャネルあたり 1A 

最大電力
1チャネルあたり 60Wまたは62.5VA

初期閉チャネル抵抗 ＜0.5 Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω

ACアイソレーション

キャパシタンス(1チャネルを閉じた状態)
開チャネル、チャネル間

＜10pF

チャネル-シャーシ間
＜20pF 

16ビットディジタルI/Oの仕様は、
Agilent N2263Aを参照してください。

3チャネル高電流リレー

一般仕様

リレー アーマチュア・ラッチ・
リレー

リレー寿命
機械的 5×107

電気的 105 (5A負荷)

温度オフセット ＜3µV
1チャネルを閉じる時間

16ms

入力特性

最大電圧 125VDCまたは200VAC

最大電流 5A 

最大電力 150W; 1250 VA 

初期閉チャネル抵抗 ＜0.1 Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω
チャネル-シャーシ間
＜(40°C,、相対湿度50%

＞1010 Ω

モジュール・アクセサリ

N2294A N2264A用スクリュー・
ターミナル・ブロック

N2296A 圧着挿入ターミナル・
ブロック

N2297A DIN96-ツインD50
ケーブル

N2299A DIN96-クワッドD25
ケーブル

注記: 電圧および電流は、特に明記しない限りす
べてDCまたはAC RMS。



Agilent N2265A

• 4×4マトリクスと16ビット・
ディジタルI/Oを1台のモジュー
ルに統合

• 並列動作による高速スイッチング

• リレー・サイクル・カウンタ内蔵

N2265Aマルチファンクション・モジ
ュールは、4×4(2線)マトリクスと16
ビット・ディジタルI/Oを1台のモジュ
ールに統合し、フロア・スペースを節
約すると同時に、コストを削減します。
配線を簡単にする4種類の接続アクセ
サリも付属しています。4×4マトリク
ス(クロスポイント数16)により、試験
機器をDUT上の複数のテスト・ポイ
ントに簡単に接続できます。モジュー
ルの1つのクロスポイントにより、ハ
イおよびロー測定用の2本の線がスイ
ッチングされます。N2265Aには、16
本の双方向データ・ライン(ビット)と

3本のハンドシェーク・ラインが付属
しています。16ビットI/Oラインは、
TTL互換の入力/出力、あるいはTTL互
換の入力とオープン・コレクタ出力で
す。16のI/Oビットはビットごとに、2
個の8ビット・ポートあるいは1個の16
ビット・ポートとしてアドレスが設定
できます。入力過電圧保護(＞42VDC)
のためのツェナー・ダイオードが各チ
ャネルに使用され、ESD保護の役割も
果たします。各I/Oラインは最大0.6A
の電流シンク機能を持ち、外部デバイ
スの制御に使用できます。

マルチファンクション・モジュール

仕様

4×4マトリクス

一般仕様

リレー アーマチュア・ラッチ・
リレー

リレー寿命
機械的 108

電気的 5×105 (1A負荷)

最大スキャン速度 80チャネル/s

入力特性

最大電圧 200V

最大電流
1チャネルあたり 1A

1モジュールあたり 4A

最大電力
1チャネルあたり 60Wまたは62.5VA

1モジュールあたり 240Wまたは250VA

初期閉チャネル抵抗 ＜1 Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω
HI-LO間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω
チャネル-シャーシ
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω

ACアイソレーション

キャパシタンス(1チャネルを閉じた状態)
開チャネル、チャネル間

＜7pF

HI-LO間 ＜25pF

チャネル-シャーシ間 ＜40pF

挿入損失(50Ω終端)

100kHz ＜0.10dB

1MHz ＜0.20dB

10MHz ＜0.60dB

クロストーク(50Ω終端)

100kHz ＜－76dB

1MHz ＜－56dB

10MHz ＜－33dB

16ビット・ディジタルI/O

I/Oライン

出力特性
Vin Isink≦0.6Aにおいて

≦＋42VDC

Vout (ハイ) I≦10mA出力において
≧2.4V

Vout (ロー) I≦0.6A入力において
≦0.8V

入力特性

Vin (ハイ) ≧2.0V

Vin (ロー) ≦0.8V 

ハンドシェーク・ライン

Vin ≦5V DC

Vout (ハイ) I≦400µA出力において
≧2.4V

Vout (ロー) I≦1mA入力において
≦0.5V

Vin (ハイ) ≧2.0V

Vin (ロー) ≦0.8V

モジュール・アクセサリ

N2295A スクリュー・ターミナル・
ブロック

N2296A 圧着挿入ターミナル・
ブロック

N2297A DIN96-ツインD50
ケーブル

N2299A DIN96-クワッドD25
ケーブル
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Agilent N2267A

• 最大8A、250Vのスイッチン
グが可能

• 内蔵オーバヒート保護による高
信頼性

N2267Aは、AC/DC電源テストなどの
高電流(最大で8A連続)低抵抗スイッチ
ング・アプリケーション用に設計され
ています。AC(最大250V)またはDC(最
大125V)の電源、あるいは電流源のオ
ン/オフ切り替えにも使用できます。1
つのチャネルで、一度に8Aの電流を
流すことが可能です。温度保護と信頼
性のため、N2267Aには、センサーIC
と冷却ファンを使用した温度制御回路
が内蔵されています。また、外部LED、
またはブザーを駆動する警告信号も使

用できます。また圧着挿入コネクタ
(N2327A)が用意されています。モジ
ュールのPCB上には、電気モータ、ソ
レノイド、接点、チョーク、電磁石、
白熱ランプなどの誘導性負荷をスイッ
チングできるように、保護回路用の領
域が設けられています。リレーを過電
圧による損傷から保護するため、この
モジュールにRC回路、あるいはバリ
スタを取り付け、サージ電圧を吸収で
きます。
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8チャネル汎用リレー・モジュール

N2267A汎用リレー・モジュール�
接続キット�

CH 0

CH 1

CH 7

L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

L

H

新製品

仕様

一般仕様

リレー ノンラッチ・リレー

温度オフセット ＜3µV 

リレー寿命
機械的 5×107 (180cpm)

電気的 105

最大スキャン速度 20チャネル/s

入力特性

最大電流
(1チャネルあた) 8A 

(1モジュールあたり) 
64A

最大電圧 125 VDC 、250VAC 

最大電力
1チャネルあたり 150Wまたは2000VA

1モジュールあたり 1200Wまたは16000 VA

初期閉チャネル抵抗 ＜0.08 Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω
チャネル-シャーシ間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω

ACアイソレーション

キャパシタンス(1チャネルを閉じた状態)
開チャネル、チャネル間

＜10pF

チャネル-シャーシ間
＜10pF

挿入損失(50 Ω終端)
100kHz ＜0.10dB

1MHz ＜0.20dB

クロストーク(50 Ω終端)
100kHz ＜－75dB

1MHz ＜－55dB

モジュール・アクセサリ

N2327A N2267A用圧着挿入接続
キット

注記: 電圧および電流は、特に明記しない限りす
べてDCまたはAC RMS。



Agilent  N2268A

• ワイヤレス通信テストに最適

• 3.5GHで＜1.7dBの挿入損失

N2268Aマルチプレクサ・モジュール
は、SMAコネクタが付属する独立し
た2個の1×4マルチプレクサで構成さ
れています。高性能で挿入損失が非常
に低いだけでなく、アイソレーション
が高くVSWR性能に優れています。こ
のモジュールは高密度マルチプレク
サ・モジュールで、経済的なRF信号
スイッチング・ソリューションです。
3.5GHzの帯域幅があるため、信号源
から送信先に信号をスイッチングして
も劣化しません。グランド・ループを
防ぐため、4チャネルからなるグルー
プが互いにアイソレートされ、またシ

ャーシからもアイソレートされていま
す。広帯域性能により、オシロスコー
プ、スペクトラム・アナライザ、ネッ
トワーク・アナライザ、GSM/CDMA
テスト・セットを使用して、ダイナミ
ック・レンジの広いRF信号測定が可
能です。代表的なテスト・アプリケーシ
ョンとしては、Bluetooth送信機とL1/L2
GPS受信機、1.8/1.9GHzワイヤレス通
信装置(GSM、CDMA、3G、DCS1800、
PCS1900基地局など)、携帯電話の信号
のスイッチングなどがあります。衛星
信号のルーティングにも使用できます。
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デュアル1×4 RFマルチプレクサ(3.5GHz、50Ω)

CH 00

CH 00

CH 01

CH 02

CH 03 

CH 10

CH 10

CH 11

CH 12

CH 13

グループ00

グループ10

新製品

仕様

入力特性

最大スキャン速度 20チャネル/s

最大電圧 30V、DC＋ACピーク

最大電流 0.5A、DC＋ACピーク

最大電力
(1チャネルあたり) 10W

特性インピーダンス 50 Ω

DC性能

温度オフセット ＜3µV (＜2µV代表値) 

初期閉チャネル抵抗 ＜1 Ω
絶縁抵抗(端子間)
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω

キャパシタンス

センター-センター間 ＜0.06pF 

センター-シールド間 ＜20pF 

立ち上がり時間 ＜150ps

信号遅延 ＜1.5ns

AC性能

挿入損失
1 GHz ＜0.9dB

2 GHz ＜1.2dB

2.5 GHz ＜1.4dB

3.5 GHz ＜1.7dB

クロストーク(チャネル間、チャネル-コモン間)
1 GHz ＜－64dB

2 GHz ＜－64dB

2.5 GHz ＜－50dB

3.5 GHz ＜－50dB

VSWR
1 GHz ＜1.20

2 GHz ＜1.35

2.5 GHz ＜1.35

3.5 GHz ＜1.35
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Agilent N2269A

• 最大3.57Mワード/sのブロッ
ク・データ転送

• DACをアナログ制御または波
形ジェネレータとして使用

• 最大350Vのアイソレーション
電圧

N2269Aは、光学的にアイソレートさ
れた16ビット・ディジタル入力/出力
ディジタルI/Oと2個のDACを1台のモ
ジュールに統合したものです。入力/
出力にグランド・ノイズを起こさず、
グランド電流ループをなくし、テス
ト・システム基準グランドをライン電
圧からアイソレートする必要がある製
造ラインの自動制御環境用に設計され
ています。2つの基準グランドを用い
るシステムで、アイソレーション機能
を使用する場合は、外部電源(＋
5VDC)が必要です。16ビット入力ポー
トおよび出力ポートはどちらも、16個

の1ビット・ポート、2個の8ビット・
ポート、または1個の16ビット・ポー
トとしてアドレスが設定できます。2
個の16ビットDACポートは、－12V
～＋12Vの校正されたDC電圧、また
はサンプル・レートが最大781.25Kサ
ンプル/sのAC電圧を出力できます。
このDACポートは、プログラム可能
な電圧源またはファンクション・ジェ
ネレータとして使用できます。256K
の16ビット・オンボード・メモリがあ
り、これはブロック・データ転送用の
入力/出力バッファまたは波形を生成
する場合のDACバッファとして使用

16ビット・オプティカル・アイソレート・
ディジタルI/O＋2 DACモジュール

光�
アイソレート�
入力�

+5V

入力�

出力�

ロジック・�
コントローラ�

D/A出力ポート0

D/A出力ポート1

+

-

+5V

5V

光�
アイソレート�
出力�

5V

16�
ビット�
DAC

シリアル・�
データ・�
バス�

STB

CLK

シリアル・�
データ・�
バス�

STB

CLK

16�
ビット�
DAC

+

-

光学的にアイソレートされたDIO

2個のDAC出力�

�

新製品

仕様

I/Oライン

最大電圧(ライン-シャーシ間)
＋5.25V

最大シンク電流(1ビットあたり)
16mA

出力特性
Vout (ハイ) 10mAにおいて≧2.4V

Vout (ロー) 16mAにおいて≦0.8V

入力特性
Vin (ハイ) ≧2.0V 

Vin (ロー) ≦0.8V 

ハンドシェーク・ライン

最大電圧(ライン-シャーシ間)
＋5V DC

出力特性
Vout (ハイ) 400µAにおいて≧2.4V

Vout (ロー) 1mA入力において
≦0.5V 

入力特性
Vin (ハイ) ≧2.0V 

Vin (ロー) ≦0.8V

ディジタルI/Oアイソレーション電圧
≦350V 

DACポート

出力範囲 ±12V、光学的
アイソレートなし

分解能 1mV

出力電流 ≦10mA

セッティング・タイム 出力の1ms-0.01%

確度(24時間±1°C) 出力の0.04%＋4mV

温度係数 ±(出力の0.015%＋
1mV)/°C

DACサンプル・レート
≦781.25Kサンプル/s

モジュール・アクセサリ

N2329A スクリュー・ターミナル・
ブロック

N2296A 圧着挿入ターミナル・
ブロック

N2297A DIN96-ツインD50
ケーブル

N2299A DIN96-クワッドD25
ケーブル
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Agilent N2270A

• 最大1A、1000Vのスイッチ
ングが可能

• 絶縁破壊および漏れテストに最適

N2270A 2線マルチプレクサを使用す
れば、コモン・エンドから10個の
DUTのいずれかに最大1000Vの外部電
圧を供給できます。また、電圧計を使
用して、別の電源の電圧モニタに使用
できます。このマルチプレクサは、一
度に1つのチャネルを閉じるスキャ
ナ・アプリケーション、あるいは複数
のチャネルを同時に閉じる分配アプリ
ケーションで使用できます。コンデン
サの絶縁破壊電圧のテストや、トラン
ス、コンデンサ、リレー、コネクタ、
PCB、ケーブルの高抵抗測定などで用

いられます。N2320Aは、このマルチ
プレクサ用の圧着挿入接続キットで
す。N2320Aには、高電圧を配線でき、
N2270Aとの接続は差し込み式です。

10チャネル1000Vマルチプレクサ

N2270A MUXモジュール�
接続キット�

CH 0

CH 1

L

H
L

H
L

H

L

H

CH 9
L

H

COM
L

H

L

H

新製品

仕様

一般仕様

リレー ノンラッチ・リード・
リレー

温度オフセット ＜200µV
リレー寿命 1V、10mAにおいて108

最大スキャン速度 100チャネル/s

入力特性

最大電流 1 A 

最大電圧 1000V 

最大電力 10W 

初期閉チャネル抵抗 ＜1 Ω

DCアイソレーション

開チャネル、チャネル間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞ 1010 Ω
チャネル-シャーシ間
＜(40°C、相対湿度50%)

＞1010 Ω

ACアイソレーション

キャパシタンス(1チャネルを閉じた状態)
開チャネル、チャネル間

HI-LO ≦7pF

チャネル-シャーシ間
≦50pF

挿入損失(50Ω終端)
100kHz ＜0.10dB

1MHz ＜0.20dB

クロストーク(50Ω終端)
100kHz ＜－70dB

1MHz ＜－50dB

モジュール・アクセサリ

N2320A N2270A用圧着挿入接続
キット

注記: 電圧および電流は、特に明記しない限りす
べてDCまたはAC RMS。

N2270Aは2つのスロットを使用します。



Agilent N2280A、N2281A

• モジュール式光通信テスト

• 高い再現性による正確な信号ル
ーティング

• 電子および光の複合テスト・ア
プリケーションに最適

2280A(クワッド1×2)およびN2281A
(デュアル1×4)オプティカル・モジュ
ールにより、光テスト・システムで、
モジュールを用いた柔軟なスイッチン
グが可能です。この2つの光スイッチ
により、ATEシステムを、現在のアプ
リケーションに適するスイッチング・チ
ャネルで構成できます。規模が大きくな
れば、後でチャネルを追加できます。

光リレーにはコリメータ・レンズが組
み込まれ、スイッチング挿入損失を最小
限に抑えます。その結果、スイッチン
グの再現性と安定度が向上しました。こ
の2種類のモジュールは、SONET/SDH
テスト、光ファイバ・コンポーネン

ト・テスト、光ファイバ・ネットワー
クのモニタリングに適しています。ま
た、光ファイバ・ネットワークの構成
や複数光源の選択と測定にも使用でき
ます。"CARD PAIR"コマンドで、異な
るモジュールの2つのチャネルを同時
にスイッチングすることも可能です。
この2種類のモジュールは光学的にパ
ッシブで、データ・レート、データ・
フォーマット、光信号の方向に依存せ
ず動作します。したがって、シグナリ
ング・フォーマットに対して透過で
す。SC/ACPコネクタにより、簡単で
信頼性のある接続が可能です。

20

クワッド1×2およびデュアル1×4オプティカル・モジュール

COM 0
CH 00

CH 01 通常閉�

COM 3

COM 0

CH 30

CH 31 通常閉�

パワーを加えた状態�

N2280A MUXモジュール�

CH 00
CH 01
CH 02
CH 03

COM 0
通常閉�

CH 10
CH 11
CH 12
CH 13

COM 1
通常閉�

N2281A MUXモジュール�

パワーを加えた状態�

仕様
リレー 光プリズム

リレー寿命 ＞107 (サイクル) 

光ファイバ・タイプ 9/125

波長範囲 1310/1550nm

挿入損失1

(シングル・モード) ≦0.8dB

反射減衰量2

(シングル・モード) ≧45dB

偏光依存損失
(シングル・モード) ≦0.07dB

挿入損失安定度3 ≦±0.05dB

再現性 ≦±0.005dB

クロストーク ≦－60dB

光入力パワー ≦300mW

スイッチング時間
N2280A ≦20ms
N2281A ≦25ms

コネクタ SC/APC

サイクル・レート ≦5c/s 
1 コネクタを除く。コネクタの挿入損失の代表

値0.02dB
2 コネクタを除く
3 7日間で周囲温度が±3°C変化した場合の指定

基準チャネルに対する任意のチャネルのドリ
フト

新製品



Agilent 44476A

• DCから18GHzまで、信号の
スイッチングが可能

• 1対2マイクロ波マルチプレク
サ×3

44476Aは、DC～18GHzの範囲で優れ
た電気的特性を持つ、3個の独立した
SPDT 50Ω同軸リレーを備えていま
す。汎用マイクロ波スイッチング・ア
プリケーションでは、マルチバンド受
信機/送信機テストでの、信号源の切
り替えに使用できます。モジュールの
端部に3mm SMAコネクタが配置され
ており、配線は簡単です。

仕様

入力特性

周波数範囲 DC～18GHz

特性インピーダンス 50 Ω
入力電力定格 1W平均
(±7VDC未満) 100Wピーク

再現性(106回の動作後)
0.03 dB

コネクタ SMA

ACアイソレーション/性能

アイソレーション
DC～18GHz ＞90 dB

挿入損失
DC～2 GHz ＜0.25 dB

DC～18GHz ＜0.50 dB

VSWR(3mm SMA)
DC～2GHz ＜1.15 dB

DC～12.4GHz ＜1.25 dB

DC～18.0GHz ＜1.40 dB

Agilent 44476B

• 各種のマイクロ波同軸リレーを
サポート

• 同軸リレー用取り付け穴2組

44476Bを使用すると、マルチポート
50/75Ω同軸スイッチングの柔軟性をテ
スト・システムで活用できます。2組
の取り付けパネルで、2個のAgilent
876XX同軸スイッチを取り付け可能で
す。この同軸スイッチには、3ポート、
4ポート、5ポートの構成があります。
この柔軟性により、様々なアプリケーショ
ンごとに異なるスイッチを使用でき、転送
スイッチ、スイッチ・マトリクスなどの構
成が可能です。876XXと44476Bを組み
合わせれば、最大26.5GHzまでの自動3
ポート・スイッチングが可能です。同
軸リレーを、このモジュールと組み合
わせて使用する場合には、別途オーダ
してください。使用できる同軸スイッ
チは右の表のとおりです。オプション
011は、コイル電圧5VDC用のスイッ
チを表します。

Agilent Technologies

同軸スイッチ ポート 周波数

8762A/オプション011 3 DC～4 GHz

8762B/オプション011 3 DC～18 GHz

8762C/オプション011 3 DC～26.5 GHz

8762F/オプション011 3 DC～4 GHz 

8763B/オプション011 4 DC～18 GHz

8763C/オプション011 4 DC～26.5 GHz

8764B/オプション011 5 DC～18 GHz

8764C/オプション011 5 DC～26.5 GHz

注記: Agilent 876XX仕様の詳細については、カタ
ログ番号5968-4314Eを参照してください。
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マイクロ波マルチプレクサ・モジュール

マイクロ波リレー・ドライバ・モジュール
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Agilent 44478A/B

• 最大1A、24Wまたは24VAの
スイッチングが可能

• 1.3GHzで1.9dB未満の挿入損失

44478A/Bマルチプレクサ・モジュー
ルは、高周波信号または高速パルス信
号の広帯域スイッチングに適していま
す。デュアル1対4マルチプレクサによ
り、DC～1.3GHzの信号の双方向スイ
ッチングが可能です。チャネル・アイ
ソレーションが高い(1GHzにおいて＞
55dB)ので、スペクトラム・アナライ
ザ、ネットワーク・アナライザあるい
はディストーション・アナライザによ
る質の高いダイナミック・レンジ測定
が可能です。1対4マルチプレクサは、
ツリー構造の7個のリレーから構成さ

れています。そのため、高アイソレー
ションと低VSWR(電圧定在波比)が実
現しました。モジュールの端部に配置
されたコネクタは、すべてメス型
BNCで、配線は簡単です。DUT回路
の正しい動作を維持するため、オフチ
ャネルは抵抗で終端できます。この場
合は、チャネルごとに設けられた、ボ
ード上のオス型SMBコネクタを50/75
ΩSMB型抵抗終端に接続します。
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デュアル1×4RFマルチプレクサ(1.3GHz、50/75Ω)

J101
3

J102
3

J104
3

J105
3

BNCコネクタ�

SMBコネクタ�

CH00

CH01

CH02

CH03

3

COM00 グループ00

J106
4

J107
4

J109
4

J110
4

代表的チャネル抵抗終端�

44478Aの場合、R=50Ω
　(あるいは75Ω) �
44478Bの場合、R=75Ω
ChXX

CH10

CH11

CH12

CH13

4

COM10 グループ10

仕様

入力特性

最大スキャン速度 43チャネル/s

最大電圧 42V、DC＋ACピーク

最大電流 1A

最大電力
(1チャネルあたり) 24W、24VAまたは44dBm

特性インピーダンス
44478A 50 Ω
44478B 75 Ω

DC性能

温度オフセット ＜6µV(＜2µV代表値)

初期閉チャネル抵抗 ＜1 Ω
絶縁抵抗(端子間)
＜(25°C、相対湿度40%)

＞1010 Ω

キャパシタンス

センター-センター間 ＜0.006pF 

センター-シールド間 ＜60pF

立ち上がり時間 ＜300ps

信号遅延 ＜3ns

AC性能

挿入損失
≦(40°C、相対湿度95%)
10MHz ＜0.3dB

100MHz ＜0.7dB

500MHz ＜1.5dB

1.3GHz ＜3.0dB

≦(25°C、相対湿度40%)
10MHz ＜0.2dB

100MHz ＜0.5dB

500 MHz ＜1.1dB

1.3GHz ＜1.9dB

クロストーク
チャネル間、チャネル-コモン間
10MHz ＜－90dB

100MHz ＜－80dB

500MHz ＜－65dB

1.3GHz ＜－55dB

グループ間、モジュール間

10MHz ＜－90dB

100MHz ＜－80dB

500MHz ＜－70dB

1.3GHz ＜－60dB

VSWR
10MHz ＜1.20

100MHz ＜1.25

500MHz ＜1.35

1.3GHz ＜1.55



10チャネル・マルチプレクサ・モジュ
ール (2A､250V) 44470A

20チャネル・マルチプレクサ・モジュ
ール (2A､250V) 44470D

10チャネル汎用モジュール
(2A､250V) 44471A

20チャネル汎用モジュール
(1A､250V) 44471D

デュアル1×4RFマルチプレクサ・モ
ジュール (300MHz､50Ω) 44472A

4×4マトリクス・モジュール
(2A､250V) 44473A

16ビット・ディジタルI/Oモジュール
(TTL互換) 44474A

ブレッドボード・モジュール 44475A

7チャネル・フォームCリレー・モジ
ュール (2A､250V) 44477A

44470A、44470D、44471A、44471Dは、
チャネル数の少ないアプリケーション
用の製品です。N2260A、N2261Aモジ
ュールより、スイッチング機能(電流
または電圧)は高くなっています。
44472A RFマルチプレクサ・モジュー
ルは、高周波信号およびパルス信号用
の高帯域スイッチング機能を備えてい
ます。DC～300MHzの信号用に、50Ω
の特性インピーダンスをもつ、2個の
独立した1×4スイッチを備えていま
す。モジュール上のBNCコネクタに
より、接続は簡単です。44475Aブレ
ッドボードでは、ユーザ設計回路用の
2つの領域(104mm×74mm、79mm×
74mm)を使用してカスタマイズが可能
です。

44477Aは、汎用スイッチングおよび
外部装置の制御用の7チャネル・フォ
ームCリレー・モジュールです。上記
のモジュールはすべて3488Aメインフ
レーム用に設計されていますが、
3499A/Bでも動作します。
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Agilent 44470A、44470D、44471A、44471D、
44472A、44473A、44474A、44475A、44477Aモジュール

ラックマウント・キット

Agilent 3499Aハンドル付きラックマウント・キット(オプション1CP)

Agilent 3499Aラックマウント・キット(オプション1CM)

Agilent 3499Bをフィラ・パネルとともに取り付ける場合は、
オプション1CMを別途オーダしてください。

2台の測定器を、スライド式サポート・シェルフでラックに取り付け
る場合は、シェルフ(部品番号5063-9255)およびスライド・キット
(部品番号1494-0015)をオーダしてください。付属品の固定クリッ
プ(03499-21002)が使用できます。



Agilent Technologies製品
メインフレーム
3499A 5スロット・フルラック幅スイッチ/コ

ントロール・メインフレーム、マニュアル
および電源コード付き。3499Aを動作させ
るには、別売のプラグイン・モジュールが
必要です。
オプションOBOユーザーズ・マニュアルの
削除
オプション1CPハンドル付きラックマウン
ト・キット
オプション1CMラックマウント・キット
オプション0B3サービス・マニュアルの追加
オプション0B1ユーザーズ・マニュアルの
追加

3499B 2スロット・ハーフラック幅スイッチ/
コントロール・メインフレーム、マニュア
ルおよび電源コード付き。3499Bを動作さ
せるには、別売のプラグイン・モジュール
が必要です。
オプション0B0ユーザーズ・マニュアルの
削除
オプション1CMフィラ・パネル付きラック
マウント・キット
オプション0B3サービス・マニュアルの追加
オプション0BIユーザーズ・マニュアルの
追加
プラグイン・モジュール
N2260A 40チャネル・マルチプレクサ・モジ

ュール
N2261A 40チャネル汎用リレー・モジュール
N2262A 4×8マトリクス・モジュール

N2263A 32ビット・ディジタルI/Oモジュール
N2264A 12＋3汎用＋16ビット・ディジタル

I/Oモジュール
N2265A 4×4マトリクス＋16ビット・ディジ

タルl/Oモジュール
N2266A 40チャネル高速マルチプレクサ・モ

ジュール
N2267A 8チャネル8A汎用リレー・モジュール
N2268A デュアル1×4RF(3.5 GHz)マルチプレ

クサ・モジュール
N2269A 16ビット・オプティカル・アイソレ

ートDIO＋2 DACsモジュール
N2270A 10チャネル1000Vマルチプレクサ・

モジュール
N2280A クワッド・オプティカル1×2マルチ

プレクサ・モジュール、SC/APC
N2281A デュアル・オプティカル1×4マルチ

プレクサ・モジュール、SC/APC
接続アクセサリ
N2289A 3499A/Bの内蔵DIO用ミニDIN-D9ケ

ーブル
N2290A N2260A、N2266A用スクリュー・タ

ーミナル・ブロック
N2291A N2261A用スクリュー・ターミナル・

ブロック
N2292A N2262A用スクリュー・ターミナル・

ブロック
N2293A N2263A用スクリュー・ターミナル・

ブロック
N2294A N2264A用スクリュー・ターミナル・

ブロック
N2295A N2265A用スクリュー・ターミナル・

ブロック

N2296A N2260-5A用圧着挿入ターミナル・ブ
ロック

N2297A N2260-6A用DIN96-ツインD50ケーブル
N2298A N2262A用DIN96-D25ケーブル
N2299A N2260-6A用DIN96-クワッドD25ケー

ブル
N2320A N2270A用圧着挿入接続キット
N2329A N2269A用スクリュー接続キット
N2327A N2267A用圧着挿入接続キット
プラグイン・モジュール(Agilent 3488Aレガシ

ー)、スクリュー・ターミナル・ブロック付き。
44470A 10チャネル・マルチプレクサ・モジ

ュール
44470D 20チャネル・マルチプレクサ・モジ

ュール
44471A 10チャネル汎用リレー・モジュール
44471D 20チャネル汎用リレー・モジュール
44472Aデュアル1×4RF(300MHz)マルチプレ

クサ・モジュール(50Ω)
44473A 4×4マトリクス・スイッチ・モジュ

ール
44474A 16ビット・ディジタルl/Oモジュール
44475Aブレッドボード・モジュール
44476Aマイクロ波マルチプレクサ・モジュール
44476Bマイクロ波スイッチ・ドライバ・モジ

ュール
44477A 7チャネル・フォームCリレー・モジ

ュール
44478Aデュアル1×4RF(1.3GHz)マルチプレク

サ・モジュール(50Ω)
44478Bデュアル1×4RF(1.3GHz)マルチプレク

サ・モジュール(75Ω)

オーダ情報

サポート、サービス、およびアシスタンス
アジレント・テクノロジーが、サービスおよびサポートにおいてお約束できることは明確です。
リスクを最小限に抑え、さまざまな問題の解決を図りながら、お客様の利益を最大限に高める
ことにあります。アジレント・テクノロジーは、お客様が納得できる計測機能の提供、お客様
のニーズに応じたサポート体制の確立に努めています。アジレント・テクノロジーの多種多様
なサポート・リソースとサービスを利用すれば、用途に合ったアジレント・テクノロジーの製
品を選択し、製品を十分に活用することができます。アジレント・テクノロジーのすべての測
定器およびシステムには、グローバル保証が付いています。製品の製造終了後、最低5年間は
サポートを提供します。アジレント・テクノロジーのサポート政策全体を貫く2つの理念が、

「アジレント・テクノロジーのプロミス」と「お客様のアドバンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス
アジレント・テクノロジーは、お客様が購入された機器が広告どおりの性能と機能を備えてい
ることをお約束します。お客様が新たに製品を購入される場合には、アジレント・テクノロジ
ーの経験豊富な計測技術者が現実的な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けしま
す。アジレント・テクノロジー製品を使用される場合には、機器が正しく動作するかの動作検
証や、機器操作のサポート、明記された機能を使いこなすための基本測定に関するアドバイス
などのサービスを、要請に応じ追加料金なしで提供します。また、セルフヘルプ・ツールも多
数ご用意しています。

お客様のアドバンテージ
お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な専門的テストおよび測定サービスを利
用することができます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネ
ス・ニーズに応じて購入することが可能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト
管理、その他の専門的なサービスのほか、校正、追加料金によるアップグレード、保証期間終
了後の修理、オンサイトの教育およびトレーニングなどのサービスを購入することにより、問
題を効率良く解決して、市場のきびしい競争に勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊富
なアジレント・テクノロジーのエンジニアが、お客様の生産性の向上、設備投資の回収率の最
大化、製品の測定確度の維持をお手伝いします。
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